
 

2025年度活動概要     SLA研究会 

 

SLA研究会では、第二言語習得研究と英語教育実践への応用を研究会創設以来の総合

テーマとし、2025 年度も特に第二言語語用論・異文化間語用論・相互行為能力に関わる

実証研究および指導実践に焦点をあてて活動しました。 

 読書会では第二言語語用論の学習と指導に関する実証研究の論文集を取り上げまし

た。 

・定例読書会（毎月第 3 土曜日にオンライン開催） 

[課題図書] Marinez-Flor, A., Sanchez-Hernandez, A., & Baron, J. (Eds.)  (2023). L2 Pragmatics 

in Action: Teachers, Learners and the Teaching-learning Interaction Process. John Benjamins.  

また、公開講演会を 2 回、公開ワークショップを１回、いずれもオンラインで開催し、

多くの方にご参加いただきました。 

(1) 第 1 回公開講演会 

日時：2025年 6 月 21 日（土）12:00-13:30 

講師：田口直子氏（Northern Arizona University 教授） 

演題：Technologies for learning pragmatics and beyond: Potential of immersive VR 

(2) 公開ワークショップ 

日時：2025年 8 月 16 日（土）14:00-15:30 

講師：水本篤氏（大阪大学教授） 

演題：生成 AIを L2 語用論の指導・研究に活用する方法 

(3) 第 2 回公開講演会（東京外僱国語大学英語学習支援センター共催） 

日時：2026 年 3 月 21 日（土）11:00-12:30 

講師：Tony McConachy 氏（University of New South Wales 講師） 

演題：Teaching and learning L2 pragmatics for intercultural understanding: What does it all 

mean? 

会員の研究活動を活性化するため、学会発表や研究会に関連する論文の発表を通じて、

研究の発展に努めてきました。JACET 関連の大会等では、SIG報告を 2件、個別研究会

メンバーによる研究 6 件を発表しました。併せて、SLA 研究会のホームページ 

https://jacet-sla.jimdofree.com/ にて広報活動と新規会員募集にも努め、2026 年度は 2 名の

新規会員が加わる予定です。 

 


